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要約

・ODにおける
「Back-room matters 後方問題」
（事業戦略との合致度、変化の計画等の企画面）

「Front-room matters 前方問題」
（カギとなる人々との関わり等の遂行面）」

を考える質問の枠組みを提供。

・両者を統合させるには

「Change implementation capabilities 変化実行能力」が必要と主張。
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7. What is the benefit case for having effective change implementation 
capabilities?
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・「Change matters 変化問題」として、2つの領域を取り上げる。

・１）Back-room matters 後方問題（ロジスティクス、計画、インフラ）
・２）Front-room matters 前方問題（人々とエンゲージメント）

・「Change implementation capabilities 変化実行能力」について説明
したい。
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・後方問題は、「Macro matters マクロ問題」とも呼ばれる。
・「質問リスト」に対する質問に、明確に答えられるリーダーと、そうで
ないリーダーがいるはずだ。

・質問リストを使い、ステークホルダーを集める2～3時間のイベント開
催も可能だろう。

・少人数のフォーカスグループに対して、質問することもできる。

・質問紙を作り、組織の関係者全員に対してアンケート調査を行うこ
ともできる。

・しかし「マクロな後方問題」は、計画の半分に過ぎない。

もう半分は「前方問題」にある。
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マクロな後方問題に関する質問 （Fig.8.1）

質問リスト
誰がデータを
持っているか？

どうやってデー
タを集めるか？

A） どういう変化なのか？ 何から何に変わるのか？
どう変化していればよいのか？
組織の現状と目標にはどのくらいの距離があるのか？（Fig.8.10）

B） 何故、変化が必要なのか？ もし変化を達成すれば、何が得られるのか？

C） この変化が価値あるものであるために、最低限獲得すべきものは何か？（Fig.8.2）
組織が、変化にかけた労力を正当化するために、
どんな価値が変化によって生み出される必要があるか？

D） この変化は、どんな種類のものか？（Fig.8.3）
この変化の性質は何か？ この変化は、どのくらいの範囲と大きさになるのか？
（Fig.8.4）（Fig.8.5）

E） 変化が必要とする資源には何があるか？
我々は「後方問題オフィス」を構える必要があるか？

F） 変化の旅路を進むにあたり、どのような「一時的変化構造」が必要か？
（Change programme office、Steering group、Reference group、Champion groups）

G） 変化はどのようなシステム課題を生み出すか？（Practice Note 3）
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変化の距離（Fig.8.10）
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最低限獲得すべきものは何か？
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とんな種類の変化なのか？
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変化の性質：複雑系、カオス研究者 Staceyの図
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変化の性質：複雑系、カオス研究者 Snowdenの図
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システムに関する質問
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「事件は会議室で起きてるんじゃない！現場で起きてるんだ！」

劇場版『踊る大捜査線』（THE MOVIE 湾岸署史上最悪の3日間）より
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・前方問題こそ、変化の「Heart and Soul」である。
・変化は、人々が行動を自発的に変えない限り、成功したとは言えない。

・5つの質問を通じて考えてみてほしい。

A）誰が、Key groups 鍵集団なのか？
B）変化に対する鍵集団の態度は？ （Fig.8.8）
C）鍵集団の変化を支援するために、
どのようなGroup dynamicsを使うことができるか？

D）どのレベルの能力を鍵集団に提供すれば、
彼らの変化過程を支援できるか？ （Fig.8.9）

E）我々は「抵抗」への見方を変えられるか？
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鍵集団の変化に対するレディネスと能力
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戦略との合致度と実行の難易度
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１．文脈を知る （組織の状況に合わせた実行が必要）
２．組織全体の変化へのオーナーシップとコミットメント
３．変化の優先度への再焦点化と再優先順位付け
４．必要な資源と能力の確保
５．明確な説明責任能力
６．継続的な向上能力
７．持続可能で長期的な変化について計画初期から考えておく
８．効果的なプログラムマネジメントオフィスの運営

（McKinsey global survey 2014）
９．ビジョンと行動計画を止めない
１０．全員が変化をわがものとできるようにする。

軍隊とマーケティングスタイルの両方を使って支援を得る。
１１．短期のパフォーマンスだけではなく、長期の組織の健康をチェックする。
１２．スケール拡大する前に、テストし学習する。

（Blackburn et al.2011）
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・これは「Either-or どちらか」ではなく、
「Both-and どちらも」というアプローチである。

・我々は、前方と後方問題を、統合させ、

強い変化計画を立てなければならない。（Fig.8.10）
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前方と後方問題の統合
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感想とディスカッションポイント

【感想】

・「後方問題」と「前方問題」を考える良い質問の枠組みが得られた。

・ODに取り掛かる前に、鍵集団と後方問題について合意できれば、
よりスムーズに進めていけるのかも。

・「変化で得られる最低限～最大限のもの（Fig.8.2）」だけでなく、
「変化することで失うもの」についても考えた方がよいかも。

（おそらく、それらが「前方問題」で人の抵抗が出てくる理由になる）

【意見交換したいこと】

・皆さんは、どのように「後方問題」について、

鍵集団と合意形成を図っていますか？

・ODを始めるとき、あるいは進めていく中で、
出会った「抵抗」には何がありましたか？ どんな対応を？
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